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Press Release 

報道関係各位 

2026年4月9日（木） 
パーク２４株式会社 

高いと感じるガソリン価格「150 円以上」が最多	

ガソリン高価格時は給油料金を抑える工夫をする人が 4 割に 

パーク２４株式会社（本社：東京都品川区、社長：西川 光一）は、ドライバー向け会員制サービス

「タイムズクラブ※」の会員を対象に実施した「ガソリン価格とクルマの利用」に関するアンケート結

果を発表いたします。 

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

調査結果トピックス 
① 高いと感じるレギュラーガソリン価格「150 円以上」が最多 
② ガソリン高価格時も毎日クルマを利用する人の約 8 割は利用頻度に変化なし 
③ ガソリン高騰時の工夫、最多は「会員割引・カード特典」と「安いガソリンスタンド探し」 

□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 

パーク２４は、毎月 9 日に、クルマや交通に関するアンケートの調査結果を発表しています。今月

の「ガソリン価格とクルマの利用」についてのアンケート結果詳細は以下のとおりです。 
※入会金・年会費無料の会員制サービス。タイムズパーキングやタイムズカー、タイムズカーレンタルの利用等でポイントがたまるほ

か、会員限定サービス等を提供。会員数 1,343 万人（2026 年 2 月末現在）。 

※本アンケートは、駐車場やカーシェアリング、レンタカー等のクルマに関わるサービスを利用した方々を対象としたものです。 

高いと感じる 1 リットルあたりのレギュラーガソリン価格は、「150 円以上」が 36%で最も多く、次い

で「160 円以上」22%、「140 円以上」15%となりました。なお、昨年は 170 円〜200 円以上が 30%だっ

たのに対し、今回は 14%と大きく減少し、140 円〜160 円以上を高いと捉える人が増加しています。暫

定税率廃止によりガソリン価格が落ち着き、消費者の価格感覚に変化が見られる結果となりました

（調査期間は 2026年 3月 2日～2026年 3月 10日）。 
過去 10 年間の推移をアンケート実施年ごとに見ると、2016 年は「130 円以上」、2019 年は「140 円以

上」、2022 年以降は「150 円以上」が最も多く、ガソリン価格の上昇とともに高いと感じる価格も上昇

傾向が続いていました。今回も「150 円以上」が最多となる一方、昨年より低い価格帯へ回答が分散し

ており、これまで上昇し続けてきた高いと感じるガソリン価格が少し下がり始めている様子がうかが

えます。 

① 高いと感じるレギュラーガソリン価格「150 円以上」が最多、価格感覚に変化も 
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② 毎日クルマを利用する人の約 8 割は、ガソリン価格高騰でも利用頻度に変化はなし 

クルマの利用頻度がガソリン価格によって変わるかを尋ねたところ、「変わる」12%、「価格によっては

変わる」21%、「変えたいが変えられない」29%、「変わらない」38%という結果となりました。利用頻

度別に見ると、毎日クルマを利用する人は 48%が「変えたいが変えられない」、33％が「変わらない」

と回答している一方、月に 1 回以下の利用者では「変わらない」が約半数を占めました。 
ガソリン価格の変動に対する受け止め方はクルマの生活への密着度によって大きく異なり、密着度が

高く日常での利用が多い層は価格変動による負担を吸収せざるを得ないという状況が改めて浮き彫り

になりました。 
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⾼いと感じる1リットルあたりのレギュラーガソリン価格（調査年別）

120円以上 130円以上 140円以上 150円以上 160円以上
170円以上 180円以上 190円以上 200円以上 その他

※「180円以上」「190円以上」「200円以上」は2022年より選択肢に追加。「その他」は2019年のみ
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【参考】レギュラーガソリンの平均価格の推移

出典︓経済産業省 資源エネルギー庁「給油所⼩売価格調査」

※2026年は3⽉9⽇までの平均
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③ ガソリン高騰時の工夫、最多は「会員割引・カード特典」と「安いガソリンスタンド探し」 

ガソリン価格が高いと感じる時に工夫していることを尋ねると、「給油時に会員割引やカード特典を

活用する」「少しでも安いガソリンスタンドを探して給油する」がともに 41%で最も多く、多くの人

が給油料金の節約に取り組んでいることが分かりました。続いて、「急加速・急減速などを避けたエ

コドライブを心がける」28％となり、燃費改善による対策を取る人も一定数見られました。 
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ガソリン価格によるクルマの利⽤頻度の変化（クルマの利⽤頻度別）

変わる 価格によっては変わる 変えたいが変えられない 変わらない
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クルマをメンテナンスすることで燃費を向上させる

燃費の良いクルマへの買い替えを検討する
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その他

ガソリン価格が⾼いと感じる時に⼯夫していること
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今回のアンケートでは、高いと感じるガソリン価格が近年上昇傾向にあったなかで、久しぶりに下

がる結果となりました。しかし、世界情勢の変化を受けてガソリン価格は上昇基調となっています。 
急加速・急減速を控えたり、車内の荷物を減らしたりする「エコドライブ」は、CO₂排出量の削減に

よる環境負荷の低減に加え、ガソリン消費の節約にもつながる工夫の一つです。環境省が提唱する

「エコドライブ 10 のすすめ※」ではすぐに取り入れられる具体的な行動が紹介されています。ガソリ

ン価格が変動しやすい今こそ、エコドライブを取り入れ、家計にも環境にも優しいクルマの使い方を

考えてみてはいかがでしょうか。 
※環境省 大気環境・自動車対策「エコドライブ 10 のすすめ」https://www.env.go.jp/air/car/ecodrive/susume.html 

 
 
 ■調査概要 
調査対象：タイムズクラブ会員 

（2025 年 3 月 2 日以降に入会し、直近でパーク２４グループのサービス※を利用された方） 
※対象サービス：時間貸駐車場・予約制駐車場・カーシェアリング・レンタカー 

調査方法：非公開型インターネットアンケート 
調査期間：2026年 3月 2日～2026年 3月 10日 
有効回答者数：4,752名 
※調査結果は、四捨五入による端数処理のため、構成比が 100％にならない場合があります。 
※本リリースのアンケート結果を企業の公式資料等で利用する際は、当社までご連絡ください。 

（代表電話：03-3491-8924、メディアによる記事掲載は除く） 

https://www.env.go.jp/air/car/ecodrive/susume.html

